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丹沢山地東部の地質

太田英将＊・石黒　均＊＊・岩橋　倍＊＊＊・新妻信明＊＊＊

GeologyoftheEasternAreaoftheTanzawaMountains，

CentralJapan

HidemasaOHTA暮，HitoshiIsHIGURO＊事，SatoruIwAHASHI＊群書

and Nobuaki NIITSUMA＊＊＊

TheNeogenesystemoftheeastemareaOftheTanZaWaMountainsconsistsmainlyof

pyroclasticsandsubordinatelyofnon－VOIcanicrocks．

This areais dividedinto three parts by three major faults：nOrthern，eaStern and

easternmarglnalpartsfromwesttoeast．

Thenorthernpartconsistsofbasicpyroclasticsinthelowerpart（AkiyamaFormation），

acidic pyroclasticsin the middle part（Shiotsu Formation and Hinate Formation）and

COnglomerateintheupperpart（SekirozanConglomerate）．

Theeasternpartcomprisesofbasicpyroclasticsinthelowerpart（ShijuhasseVoIcanic－

breccia，00takiLapilli－tuff，HontanigawaTuffandNunokawa VoIcanic－breccia），aCidic

pyroclastics，beddedtuffandsandstoneinthemiddlepart（FudojiriTuff，00SaWaBlack－

sandstoneandYataroTuff）andmudstone，Sandstoneandconglomerateintheupperpart

（JikeMudstoneandOchiaiConglomerate）．

Theeasternmarginalpartiscomposedofbasicpyroclasticsinthelowerpart（Miyagase

VoIcanic－breccia，FunasawaTuffandNakatsukyoVoIcanic－breccia），aCidicpyroclastics，

beddedtuffandsandstoneinthemiddlepart（KyogatakeFormation，HanbaraLapilli－tuff

andAbikoFormation）andconglomerateintheupperpart（SekirozanConglomerate）．

The geological structurein this area shows nearly NNW－SSE trend exceptin the

northern part with nearly E－Wtrend．The foldsin the eastern areintense and have

NNW－SSE trend．The fold axis plunges northwestwards．

TherearethreemajorfaultsnamedtheAone－SagamikoFault，theAonohara・Susugaya

Fault andthe Tonoki－Aikawa Fault．TheAone－Sagamiko Faulthasnearly NNE－SSW

trend．Both the Aonohara－Susugaya Fault and the Tonoki－Aikawa Fault have nearly

NNW－SSE trend．

The geologiCal age was decided according to the assemblages of calcareous nanno－

planktons．Theageofthe FudojiriTuffisassignedtothemiddleMiocene（CN5a）and

thatoftheJikeMudstoneisassignedtotheupperMiocene（CN9）．
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The directions of paleocurrent systemsin this area wereinferred from magnetic

SuSCeptibility．ThesedimentsoftheFudojiriTuffweresuppliedfromthesouth．Those

OftheJikeMudstoneweresuppliedfromthenortheast．

Paleomagneticmeasurementsweremadeinthestudiedarea．Themeanvalueofthe

measuredpaleomagneticinclinationsoftheeasternpartis52．40±15．30．Thisisnearlythe

SameaSthatofthepresentgeomagneticfield．Thedirectionofmeasuredpaleomagnetic

declinationafterthefoldplungecorrectionofthisareais400clockwise．Itispertinently

COnCluded that this40〇Clockwise rotation was caused by the collision of the Tanzawa

Massif with the Kanto Mountains．

1．緒　　　言

丹沢山地は，伊豆半島と関東山地に挟まれた地域

であり，南部フォツサ・マグナ地域の一部を占めで

いる．南部フォツサ・マグナ地域は，大局的に地形，

地質構造が八の字型をなしており，フイリッピン海

プレートの北端にあたる丹沢地塊が本州に衝突する

ことによって，中央構造線や帯状構造が屈曲させら

れている（新妻，1982；NIITSUMA＆MATSUDA，

1985）．丹沢山地の北縁および南緑は，第1級の構造

線である藤ノ木一愛川断層（篠木・兄上，1954），神

縄断層（松島・今永，1968）によってそれぞれ限られ

ている．丹沢山地を構成する地層群は，中新世以降

の全層厚8000mにも及ぶ基性から中性の火山砕屑岩

類を主体とし，全体として東西方向に伸びたドーム

状の背斜構造をなす．中央部には，大規模な石英閃

緑岩体が買入している．これらの岩相および構造上

の特徴により丹沢山地は，富士川地域，伊豆半島と

は，異なる性格を備えている．Fig．1で示した本研

究地域である丹沢山地東部は，溶岩，火山角礫岩な

どの火山噴出物，火山砂岩や凝灰岩からなる火山砕

屑岩類，および非火山性の泥岩，礫岩を主体とする

地層が比較的連続して分布している．

丹沢山地における研究は，古くは，加藤（1910），

本間（1924），三土（1932）らの研究があり，丹沢山地

の地質の概要が明らかにされた．その後丹沢山地東

部については，渡部ほか（1952），兄上（1952），篠木・

兄上（1954），WATANABE（1954），兄上（1955・1958），

MIKAMI（1961），御園（1969MS）の研究がある．丹沢

二二∴‥∴∴言‥三…ご…：千二■ミ∵∵
l

ついては，山本（1928MS），関（1937），福田・篠木

（1952）の研究がある．その後山梨県（1970）を初めと

して，島津ほか（1971），丹沢団研（1973），本間

（1976），田中（1977MS）らの研究によって第三系の

層序が確立されつつある．本研究地域についての研

究は，MIKAMI（1961），島津ほか（1968），島津ほか

（1971），IsHIHARA（1964），山梨県（1970），島津・楠

田（1980）がある（Tablel）．

本研究は，詳細な地質調査を行い層序を確立し，

また古地磁気学，微化石層序学の方法を用いて地質

構造の解明，地質年代および堆積環境の推定を行う

ことを目的とした．野外調査に要した日数は，のベ

240日間である．なお本論文は，1980年から1982年に

かけて静岡大学理学部地球科学教室卒業研究として

行った太田（1982MS）と1981年から1983年にかけて

の石黒（1983MS）の研究をまとめ，さらに修正，加筆

したものである．

Fig．1Indexmapofthestudiedarea．研究地域位衰図．
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Tablel Comparisontableofthestratigraphicworks

inthestudiedarea．研究地域における研究史比較表（I）．

丹　 沢　 北　 部　 地　 域　 研　 究　 史　 比　 較　 表

時代 本　 研　 究 島津光夫ほか（1971） 山　 梨　 県（1970）

鮮新
世

中

新

世

中

期

石老山礫岩

日向層 （日向層） 上部層

F

四方津層

四

方

津

層

四

方

津

累

層

下部層杖突酸性凝灰岩

田野入玄武岩部層

秋山層

秋

山

層

上

部

層

千足火山礫凝灰岩 秋

山

累

層

上部層

下部層

大地峠凝灰岩

神野凝灰角礫岩

安寺沢酸性凝灰岩安寺沢酸性凝灰岩部層

下
部
層

厳道峠凝灰岩

ー
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2．地　質　概　説

調査地域に分布する第三系の地質は，調査地域の

東縁を北西一両東方向に走る藤ノ木一愛川断層を境

として，その北側は，新第三紀以前の砂岩・・粘板岩

の互層よりなる小仏層群，南側は，新第三系の火山

砕屑岩と礫岩を主とする地層よりなる．今回の調査

対象である新第三系の地層が分布する地域は，東部

を北西一南東方向に走る青野原一煤ヶ谷断層と，西

部を北東一両西方向に走る青根一相模湖断層の2つ

の断層によって，大きく3つの地域に区分される．

本論文では，藤ノ木一愛川断層と青野原一煤ヶ谷断

層にはさまれた地域を丹沢東縁部地域，青野原一

煤ヶ谷断層と青根一相模湖断層にはさまれた地域を

丹沢東部地域，青根一相模湖断層の北側の地域を丹

沢北部地域（金子ほか，1983）とした（Fig．2）．
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Tablel CombariSontableofthestratigraphicworksinthe

studiedarea．研究地域における研究史比較表（II）．

丹　 沢　 東　 部　 地　 域　 研　 究　 史　 比　 較　 表

時 代 本　 研　 究 島 津 光 夫 ほ か （197 1） 1SH川仙几，日isaslli（19別） M IM M l，Ke izo （1潔il）

郎新
世

l－日新坦
懐劇J

中

新

世

中

期

持 合礫岩

村

沢

層

那

煉

ケ

谷

亜

屑

郎

早

戸

屑

落合礫岩

〃

沢

屑

郎

煉

ケ

谷

地

層

が

早

戸

屑

落合礫岩砂岩

丹

沢

層

辟

燥

ケ

谷

亜

層

郎

落合層

寺家 泥岩 寺家砂岩泥岩 寺家泥岩部 屑 寺家層

谷太 郎凝炊 岩

入

沢

屑

入沢凝炊岩

入

沢

屑

谷彗 1

11

塩 炊 岩

li屑 入

沢

屑

大沢 凝灰 岩
大 沢異色砂岩

大沢凝炊岩　部屑
平戸 凝炊 岩部屑

不動尻 不動屁 不動尻

茨誠 111凝炊岩糾 せ イ了英安山岩貿
碇炊岩

石 英安山岩

質 碇炊岩

石 英安 山岩
質凝炊岩

不動尻碇炊若

ノ柑U l懐 色砂岩即 ．． 大

山

亜

屑

郎

唐

沢

川

層

唐沢凝炊岩

l

大

山

亜

層

が

唐

沢

川

屑

唐沢凝炊 岩　部層
大

llt

亜

屑

が

唐

沢

川

屑

唐沢凝状だ

布川火山殉礫岩 布川
火 11肋 礫岩

剃 り
火山

角礫
岩部
屑

布川
火山
聖礫

石

蓑 も
火 Il＿I

拘礫
岩郡
屑

養 毛

火山
聖礫

石

木谷川凝灰岩 木

谷

川

屑

則 ノ禁

州 礫 〉岩
岩

木

谷

川

層

木

谷

川

層

‾‾谷　 諸堤火
・ヒ■ ・ 川礫岩

J闇
口　 汚旺火山

・【汁‾　 仲條署

詳β囲
業主欝

岩固
矧聞
崇礫望礫

大 砲 火 山礫 凝 灰 岩

l j、

凹 十八 淋

火 【1肋 礫 岩

　 揖水

大 滝 火 山

砲 火岩 拘 礫

　二】

塔

ケ

四

十

四 一卜八瀬 凝灰岩 塔

ケ

四

十

四 卜八漸凝灰岩即層 塔

ケ

岳

凹

十

八

漸

四 一卜八 瀬凝灰岩

小 華 中
／＼軒枕 漠動 ／ヽ草牢石英’

伍

亜

八

瀬

岳

亜

屑

離

八 山遠 凝灰岩帥層 両署栗鼠炊岩
両 可安 山 岩質

t山 一山

瀬 ′　　t11 非

屑

郎

川

屑

r姐 欠石 川

屑
勅ヒ
丸 11拘礫岩鋸屑

屑

郎

川

屑
勅－ヒ火山釣礫岩

調査地域に分布する第三系の地層は，下位より火

山角礫岩，火山礫凝灰岩を主体とし粗粒～細粒凝灰

岩，枕状溶岩を挟在する火山噴出物，級化層理を示

す黄緑～緑色火山礫凝灰岩，黒色砂岩を主体とする

火山砕屑岩類，礫岩，泥岩よりなる非火山性堆積物

によって構成される（Fig．3）．

調査地域に分布する火山岩は，主に安山岩質から

玄武岩質の基性火山岩であるが，北部地域の中位層

準では，石英安山岩などの中性から酸性の火山岩が

特徴的に露出している．また買入岩が，東部地域の

下位層準，中位層準，東緑部の下位層準に買入して

おり，岩質は基性から中性である．

調査地域の地質構造は，北部地域では全体的に東

西から北東一南西方向の走向で北に傾斜する，舟久保

周辺では北東一両西方向の向斜軸を有する摺曲構造を

なす．東部地域では全体的に北北西一南南東の走向で

東に傾斜する東方上位の単斜構造をなすが，茨菰山付

近では，北東一南西方向の走向で北西に傾斜し運転

している．また牧野北方では走向は，ほぼ東西方向

から北北東一南南西まで変化し北に傾斜する．東経

部地域では，南部では北北西一南南東方向の走向を

有し，北部では北西一南東方向の走向を有し，南部・

北部ともに東に傾斜する東方上位の単斜構造をなす．
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Tablel Comparison table ofthe stratigraphic worksinthe studied area．

研究地域における研究史比較表用Ⅰ）．

丹　 沢　 東　 綾　 部　 地　 域　 研　 究　 史　 比　 較　 表

時代 本　 研　 究
島 津光 夫 ほか IsH IH A R A ，H isa sh i M IK A M I，K eizo

（1968 ） （1964） （196 1）

鮮新
世 石 老山礫岩

愛

川

層

群

石 老 山礫 岩
愛

川

層

群

石

老

山

層

石 老山礫 岩砂岩　部 層

愛

川

層

群

中

津

峡

層

l

石 老山礫 岩砂岩

中新世
後期

中

新

世

中

期

飽子 層

半原火山礫 凝灰岩 中

津

峡

火

砕

lJ」石

石 老山礫 岩砂岩　礫岩部 層

中津峡凝 灰岩

中

津

峡

層

中津峡凝灰岩部層

「＝コ

経 ヶ岳 層

中津峡 火山角礫岩
峡 火
山角
礫岩
部層

市道泥岩
砂岩部層

中 津
峡 火
山角
礫 岩 】

市道泥岩
砂岩

順礼峠
礫岩砂
悍 部層

順礼峠

l l 芸喜

舟沢凝灰岩 舟沢 層 舟沢層

宮 ヶ瀬火 山角礫岩 富 ヶ瀬層 宮 ヶ瀬層

3．地　質　各　論

A．丹沢北部地域

A－1秋山層（AkiyamaFormation）

命名：島津ほか（1971）命名

模式地：山梨県南都留郡秋山村の秋山川流域

層厚：3500m以上

分布および岩相：本層は，山梨県南都留郡秋山村

金山，安寺沢流域，神奈川県津久井郡藤野町網子，

峰山，中尾，大久和北東の川上川，菅井西方，長又，

津久井町青根に分布する．

本層は，塊状の基性安山岩質火山角礫岩を主体と

し，火山礫凝灰岩，粗粒から細粒の凝灰岩，泥岩，

安山岩溶岩を挟在する．火山角礫岩は，黒色，赤紫

色，暗緑色を呈する火山礫と，2mmから4mmの輝

石斑晶および2mmから4mmの斜長石斑晶を有す

る基性安山岩の角礫を含む．基質は，暗緑色を呈す

る粗粒凝灰岩である．火山角礫岩は，一般に塊状で

あるが安寺沢上流に分布する本層上部のものは，火
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山礫凝灰岩，粗粒凝灰岩と互層する．川上川河床に

露出する火山角礫岩中には，一部で石英閃緑岩の異

質角礫を混在する．溶岩は，4mmから8mmの輝石

産品および2mmから4mmの斜長石斑晶を有する

基性安山岩で，一部で火山角礫岩に移化する．

本層中部には，白色から淡緑色を呈する酸性の粗

粒凝灰岩，泥岩を挟在するが，これは安寺沢酸性凝

灰岩部層として区別する．

本層は，北東一南西から東西方向の走向を有し，

北に600から700傾斜するが，分布地域南部では一部

地層が逆転し，南に700から800傾斜する．

層序関係：本層は，四方津層に不整合におおわれ

る．下限は，断層関係で不明．

A－1a　安寺沢酸性凝灰岩部層（Aterasawa Ac－

idic－tuffMember）

命名：安寺沢酸性凝灰岩として，島津ほか（1971）

命名

模式地：山梨県南都留郡秋山村の安寺沢上流

層厚：220m
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Fig，2　Distributionofthefaultsinthestudiedarea．研究地域の地域区分と断層．

分布および岩相：本部層は，神奈川県津久井郡藤

野町網子南方および東方，小舟西方に分布する．

本部層は，下位より暗緑色を呈する粗粒凝灰岩，

塊状の黒色泥岩，黄緑色を呈する火山礫凝灰岩，平

行薬理の発達する白色から褐色を呈する粗粒凝灰岩

からなる．火山礫凝灰岩は，一部軽石質で黒色のパッ

チを含む．

本部層は，東西方向の走向を有し，北に600前後傾

斜する．

層序関係：本部層は，秋山層の中部に挟在する．

A－2　四方津層（ShiotsuFormation）

命名：島津ほか（1971）命名

本論文では，島津光夫ほか（1971）命名の四方津層

下部構成部層の杖突酸性凝灰岩と，秋山層上部構成

部層の千足火山礫凝灰岩の上部は，ともに酸性の火

山岩および火山砕屑岩類よりなることから，これら

をあわせたものを，四方津層として再定義する．

模式地：山梨県北都留郡上野原町鶴島から田野入，

落合，南都留郡秋山村桜井に至る林道沿い．

層厚：1000m

分布および岩相：本層は，模式地周辺および，一

古沢，神奈川県津久井郡藤野町日向，小津久，奥牧

野，舟久保，大鐘，堂地，吉原，馬本，新和田に分

布する．

本層は，淡緑色を呈する石英安山岩質の火山礫凝

灰岩を主体とし，石英安山岩質溶岩，火山角礫岩，
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と模式柱状図．数字は，層厚（m）．

粗粒から細粒凝灰岩，泥岩，安山岩溶岩，玄武岩質

凝灰岩および凝灰角礫岩を挟在する．石英安山岩質

火山礫凝灰岩には，級化層理が発達し，上部には淡

緑色を呈する硬質細粒の凝灰岩がしばしば挟在する．

安山岩溶岩は，灰色から茶褐色を呈し層理にほぼ垂

直な柱状節理が発達する．

模式地では，下位より柱状節理の発達する安山岩
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溶岩，粗粒から細粒の凝灰岩，淡緑色を呈する火山

礫凝灰岩，柱状節理の発達する安山岩溶岩，淡緑色

を呈する火山礫凝灰岩から粗粒凝灰岩，黒色を呈す

る泥岩，玄武岩質凝灰岩から火山角礫岩，柱状節理

の発達する安山岩溶岩，石英安山岩質溶岩，粗粒か

ら細粒の凝灰岩，石英安山岩質火山角礫岩，粗粒か

ら細粒の凝灰岩からなる．
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なお本層下部に挟在する，玄武岩質の凝灰岩およ

び火山角礫岩は，田野入玄武岩部層として区別でき

る．

本層は，分布地域北部では西北西一東南東から東

北東一西南西方向の走向で，北に600から800傾斜す

る．奥牧野付近では北北東一南南西方向の走向で，

東に400から700傾斜する．舟久保付近では北東▼南

西方向の軸をもつ向斜構造をなし，舟久保の南東で

は東西から東北東一西南西方向の走向で，北に300傾

斜する．

層序関係：本層は，秋山層を不整合におおう．上

位の日向層とは，断層関係である．

A－2a　田野入玄武岩部層（Tanoiri Basalt

Member）

命名：田中（1977MS）命名

模式地：山梨県北都留郡上野原町田野人の金山川

下流

層厚：160m

分布および岩相：本部層は，模式地周辺および，

神奈川県津久井郡藤野町小津久西方，舟久保に分布

する．

本部層は，黒色から暗緑色を呈する玄武岩質火山

角礫岩，火山礫凝灰岩を主体とし，玄武岩溶岩，粗

粒から細粒の凝灰岩を挟在する．溶岩は，暗緑色を

呈する無斑晶玄武岩で，球形の白色杏仁が発達する．

本部層は，小津久西方では西北西一東南東方向の

走向で，北に約600傾斜する．小津久東方では北北

東一南南西方向の走向で，東に450から700傾斜する．

層序関係：本部層は，四方津層の下部に挟在する．

A－3　日向層（HinateFormation）

命名：福田・篠木（1952）命名

模式地：神奈川県津久井郡藤野町口向の町道沿い

層厚：380m以上

分布および岩相：本層は，山梨県北都留郡上野原

町鶴島，模式地周辺，芝田南方，杉南方，日連南方，

相模湖南岸の町道沿い，および青田，日蓮から名倉

に至る相模川流域に分布する．

本層は，黒色から褐色を呈する輝石安山岩ないし

玄武岩質の凝灰角礫岩，火山角礫岩を主体とし，同

質凝灰岩，溶岩，凝灰質砂岩，泥岩を挟在する．火

山角礫岩は，2mmから4mmの斜長石斑晶を多数含

む安山岩角礫，2mmから4mmの輝石斑晶および

1mmの斜長石斑晶を含む基性安山岩角礫，赤色から

褐色を呈する火山礫を含む．基質は，粗粒凝灰岩か

らなる．

鶴島から田野人に至る町道の東の沢では，下位よ

り層理が明瞭な凝灰質砂岩，塊状の基性安山岩質火

山角礫岩，粗粒凝灰岩から火山角礫岩，60cm大の安

山岩角礫を含む火山角礫岩からなる．

本層の上位の石老山礫岩との境界付近では，火山

角礫岩，粗粒の凝灰岩の角礫を含む泥岩が露出して

おり，その中に貝化石の破片を含む．

本層は，西北西一東南東から東北東一西南西の走

向で，北に500から7椚頃斜する．

層序関係：本層は，石老山礫岩に不整合におおわ

れる．下位の四方津層とは，断層関係である．

A－4　石老山礫岩（SekirozanConglomerate）

東緑部地域の石老山礫岩が北部地域にまで及んで

いるので東縁部地域の項であわせて述べる．

B．丹沢東部地域

B－1四十八瀬火山角礫岩（Sh軸hasseVoIcan－

ic－breceia）

命名：新称．本層は，島津ほか（1971）再定義の四

十八瀬川層上部構成部層の四十八瀬凝灰岩上部が火

山角礫岩が主体であることから，四十八瀬火山角礫

岩として命名する．

模式地：神奈川県津久井郡津久井町の早戸川上流

原小屋沢

層厚：800m以上

分布および岩相：本層は，模式地周辺，カヤク沢

および蛭ヶ岳から袖平山に続く稜線上に分布する．

本層は，基性安山岩質火山角礫岩を主体とし，

火山礫凝灰岩，安山岩溶岩，粗粒から中粒の凝灰岩

を挟在する．火山角礫岩は，4mmから8mmの輝石

斑晶および2mmから3mmの斜長石斑晶を含む暗

灰色を呈する基性安山岩の10cmから15cmの亜角

礫を含む．基質は，粗粒から中粒の緑色を呈する凝

灰岩である．火山角礫岩は，一般に塊状であるが，

一部級化層理の発達するところがある．

原小屋沢では，下位より塊状火山角礫岩，塊状火

山礫凝灰岩，塊状火山角礫岩，細粒凝灰岩からなる．

カヤク沢では，下位より塊状火山角礫岩，暗灰色
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を呈する粗粒凝灰岩，塊状火山角礫岩からなり，稜

線上には，その上位にあたる級化層理を示す火山角

礫岩が露出する．

蛭ヶ岳北方の稜線には，南より火山角礫岩，1mm

から2mmの斜長石斑晶を含む安山岩が露出する．

本層は，東方では北北西一南南東方向の走向を有

するが，西方に向かうにつれて走向は，反時計回りに

変化し，袖平山東方の稜線沿いでは，東北東一西南

西方向の走向で北に250から600傾斜する．

層序関係：本層は，上位の大滝火山礫凝灰岩とは，

断層関係である．下限は，調査地域外のため不明．

B－2　大滝火山礫凝灰岩（OtakiLapilli－tuff）

命名：新称．島津ほか（1971）命名の本谷川層下部

構成部層の大滝凝灰岩を，火山礫凝灰岩が主体であ

るので，大滝火山礫凝灰岩として新たに命名する．

模式地：神奈川県津久井郡津久井町の早戸川上流

の大滝

層厚：1200m以上

分布および岩相：本層は，神奈川県津久井郡津久

井町の小屋戸沢中流域，早戸川上流，カヤク沢，原

小屋沢，水晶クズレ沢，本谷沢，大滝沢，セドノ沢

および中津川支流塩水川上流に分布する．

本層は，塊状の火山礫凝灰岩を主体とし，層理の

発達した粗粒から細粒の凝灰岩を挟在する．分布地

域南部では，枕状溶岩，玄武岩溶岩，塊状の凝灰角

礫岩を挟在する．

模式地では，本層は下位より塊状の火山礫凝灰岩，

基性安山岩溶岩，塊状の火山礫凝灰岩，玄武岩溶

岩，粗粒から細粒の凝灰岩が露出する．本層中に分

布する火山岩は，無斑品質玄武岩，2mmから4mm

の輝石斑晶を有する玄武岩が主である．まれに4mm

から8mmの輝石斑晶を有する玄武岩が露出する．

枕状溶岩は，原小屋沢上流，カヤク沢上流，原小屋

沢カヤク沢出合付近，原小屋沢水晶クズレ沢出合付

近，原小屋沢大滝沢出合付近，大谷沢上流，塩水川

上流の7地点において露出する．

本層と上位層の境界は，早戸川沿いで見られここ

では粗粒から細粒の凝灰岩の露出がなくなり，上位

層の塊状の火山角礫岩が露出する．塩水川上流では，

全体的に粒度が細粒化して上位層に漸移する．

本層中の細粒凝灰岩には，有孔虫化石が薄片中に
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観察される．また小屋戸沢流域では，角閃石安山岩，

閃緑岩の岩脈が，大滝沢原小屋沢出合付近では，角

閃石安山岩の岩脈が貫入する．

本層は，分布地域北部では南北方向の走向で東に

200から600傾斜する．分布地域中部では西北西一東

南東方向の走向を有し，分布地域南部では北西一南

東方向の走向を有し，東に350から700傾斜する．

層序関係：本層は，断層で下位の四十八瀬火山角

礫岩と接する．また本谷川凝灰岩に整合におおわれ

る．

B－3　本谷川凝灰岩（HontanigawaTuff）

命名：MIKAMI（1961）命名の本谷川層上部構成部

層の本谷川凝灰岩を層として再定義する．

模式地：神奈川県愛甲郡清川村の塩水川．

層厚：1100m

分布および岩相：本層は，神奈川県津久井郡津久

井町黍殻山西方，荒井，菅井東方，愛甲郡清川村塩

水川流域および西峰付近に分布する．

本層は，層理の発達した緑色を呈する火山礫凝灰

岩を主体とし，玄武岩溶岩，基性安山岩溶岩，基性

安山岩質凝灰角礫岩を挟在する．緑色を呈する火山

礫凝灰岩は，赤色，黒色，褐色を呈する岩片，白色

を呈する軽石を含む．また層理が発達し，上部には

平行薬理の発達する粗粒から細粒の凝灰岩を伴う．

玄武岩溶岩は，無斑品質で球形の白色杏仁が発達し，

灰緑色を呈する．基性安山岩溶岩は，2mmから4mm

の輝石斑晶，1mmから2mmの斜長石斑晶を有す

る．凝灰角礫岩は，礫径5cmから50cmの基性安山

岩の亜角礫を含む．基質は，緑色を呈する粗粒凝灰

岩である．

本層は，分布地域北部の橋津原東方の沢では，下

位より暗緑色を呈する塊状の火山礫凝灰岩，火山角

礫岩，灰色を呈する凝灰質砂岩と火山礫凝灰岩の互

層，基性安山岩溶岩，塊状の凝灰角礫岩，石英安山

岩質凝灰角礫岩，黄緑色を呈する火山礫凝灰岩，

基性安山岩溶岩，層理の発達した黄緑色を呈する粗

粒凝灰岩から火山礫凝灰岩，平行薬理の発達する細

粒凝灰岩，黄緑色を呈する火山礫凝灰岩からなる．

分布地域南部の塩水川沿いの林道では，下位より

基性安山岩溶岩，粗粒から細粒の凝灰岩，薄い凝灰

角礫岩を挟在する粗粒から細粒の凝灰岩と火山礫凝
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灰岩の互層，無斑品質玄武岩溶岩，基性安山岩質

凝灰角礫岩，基性安山岩溶岩，火山礫凝灰岩と粗粒

から細粒の凝灰岩との互層からなる．見かけ上同一

層準の西峰・中峰・東峰の稜線上では，西峰付近で

粗粒の凝灰岩が露出する他は，中峰以東では塊状の

火山角礫岩のみが露出する．

塩水川中流の本層は，角閃石安山岩の岩脈に貫れ

る．

本層は，分布地域北部では，北北東一南南西方向

の走向で地層が逆転し西に700から800傾斜する．分

布地域南部では，南北から北北西一南南東方向の走

向で東に350から651傾斜する．

層序関係：本層は，大滝火山礫凝灰岩を整合にお

おい，布川火山角礫岩に整合におおわれる．

B－4　布川火山角礫岩（Nunokawa VoIcanic－

breccia）

命名：兄上（1958）命名の唐沢川層下部構成部層の

布川火山角礫岩を，層として再定義する．

模式地：神奈川県愛甲郡清川村の中津川布川出

合付近の林道沿い．

層厚：2500m以上

分布および岩相：本層は，神奈川県津久井郡藤野

町川上，石砂山西方および南方，伏馬田，津久井町

長野，西野々，焼山，黍穀山，早戸川中流域，金沢

上流域に分布する．

本層は，玄武岩質から基性安山岩質の火山角礫岩

を主体とし，粗粒から中粒の凝灰岩，火山礫凝灰岩，

玄武岩溶岩，基性安山岩溶岩を挟在する．主体とな

る火山角礫岩は，塊状で黒色，赤褐色，暗緑色を呈

する礫径10cmから20cmの亜角礫，白色杏仁の発

達する無斑品質玄武岩角礫，2mmから4mmの輝石

斑晶および斜長石斑晶を有する基性安山岩角礫を含

む．基質は，暗緑色を呈する粗粒凝灰岩である．

玄武岩溶岩は，球形の白色杏仁が発達する無斑品質

のものと，1mmから2mmの輝石斑晶を有するもの

があり，模式地付近および分布地域北部の西沢中流

域では枕状溶岩として露出する．基性安山岩溶岩は，

2mmから4mmの輝石斑晶および1mmから2mm

の斜長石斑晶を含む．

本層は，分布地域北部の荒井南方の沢では，下位

より礫径30cmの玄武岩および安山署の角礫を含む

凝灰角礫岩，暗緑色を呈する火山礫凝灰岩，1mmか

ら2mmの輝石斑晶を有する玄武岩溶岩，火山角礫

岩，粗粒から細粒の凝灰岩，安山岩溶岩からなり，

焼山一黍殻山の稜線に至る．

焼山の北東部では，下位より輝石の斑晶を基質中

に含む火山礫凝灰岩，粗粒凝灰岩，輝石斑晶を多数

有する玄武岩の角礫および基性安山岩の角礫を含む

火山角礫岩，黄緑色を呈する粗粒から細粒の凝灰岩，

枕状溶岩からなる．

遺志川沿いでは，下位より淡緑色を呈する軽石を

含む火山礫凝灰岩，火山角礫岩，基性安山岩質凝灰

角礫岩，基性安山岩質溶岩，黒色を呈する粗粒の凝

灰岩，玄武岩質火山角礫岩からなる．

小舟東方の川上川および川上付近では，球形の白

色杏仁の発達する玄武岩の角礫を含む火山角礫岩か

らなる．

分布地域北部の中津川沿いでは，下位より基性安

山岩質凝灰角礫岩，玄武岩質火山角礫岩，玄武岩溶

岩（一部枕状溶岩），級化層理を有する凝灰岩からな

る．

中峰から東に延びる稜線沿いでは，桶小屋の頭付

近まで塊状の火山角礫岩が露出する．

金沢沿いでは，無斑品質玄武岩を挟在する火山角

礫岩，平行薬理の発達する灰緑色から茶褐色を呈す

る粗粒から細粒の凝灰岩，基性安山岩溶岩，火山角

礫岩，級化層理の発達する凝灰岩からなる．

早戸川沿いでは，玄武岩質火山角礫岩，玄武岩

溶岩，基性安山著質火山角礫岩，平行葉理の発達

する粗粒から中粒の凝灰岩，基性安山岩質火山角

礫岩，塊状の粗粒から中粒の凝灰岩，基性安山岩質

火山角礫岩，級化層理の発達する凝灰岩からなる．

伊勢沢沿いの林道では，下位より基性安山岩質

火山角礫岩，無斑晶玄武岩，基性安山岩質火山角

礫岩，平行葉理の発達した中粒凝灰岩，基性安山

岩質火山角礫岩，級化層理の発達する凝灰岩から

なる．

本層は，輝石安山岩，角閃石安山岩，ハンレイ岩

の岩脈に貫かれる．

本層は，分布地域北部の道志川南方では，北北東一

南南西方向の走向で地層が逆転し，西に500から800

傾斜する．道志川北方では北西一南東の走向を有す
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るが，石砂山西方では東西の走向を有し，北に700か

ら80傾斜する．川上付近では，南北の走向で西に700

前後傾斜する．分布地域南部では，全体的に北北西一

南南東から東西の走向で，北東へ350から700傾斜す

る．中津川流域，金沢流域，早戸川中流域，伊勢沢

流域では，北北西一南南東の走向を有し，早戸川流

域，荒沢流域では反時計まわりに変化し，北西一南

東から東西の走向を有する．

層序関係：本層は，本谷川凝灰岩を整合におおい，

不動尻凝灰岩に不整合に＼おおわれる．

B－5　不動尻凝灰岩（Fud6jiriTuff）

命名：新称．渡部ほか（1952）命名の不動尻層と，

兄上（1958）命名の唐沢川層上部は，いずれも級化層

理を示す凝灰岩を主体とし，岩質にも差はないので，

まとめて不動尻凝灰岩として新たに命名する．

模式地：神奈川県津久井郡津久井町の早戸川中流．

層厚：2000m

分布および岩相：本層は，模式地付近から北北

西一南南東方向に帯状に分布するほか，津久井町西

沢上流，寺入沢流域，藤野町石砂山東方および北方，

篠原，茨菰山周辺に分布する．

本層は，黄緑色を呈する，火山礫凝灰岩から細粒

の凝灰岩へと級化する凝灰岩を主体とし，級化層理

の発達する黒色火山岩質砂岩，黄緑色から茶色を呈

する根粒から細粒の凝灰岩を挟在する．主体となる

級化層理の発達する凝灰岩は，分布地域北部におい

ては単層の厚さが5mから10mで，厚さが10m＼以

上のものは下部が火山角礫岩で構成される．分布地

域南部では，単層の厚さが4mから15mで，下位層

準では5cmから20cmの茶色から黒色を呈する凝

灰岩の偏平礫を持つ．凝灰岩の粒径は南方ほど粗粒

になる．挟在する級化層理の発達する黒色火山岩質

砂岩は，上位の大沢黒色砂岩の主体をなす火山岩質

砂岩と同質であり，挟在する枚数は上位に向い増加

する．この砂岩には，有孔虫化石が鏡下で観察され

る．黄緑色を呈する火山礫凝灰岩は，淡緑色から白

色または淡紅色を呈する軽石を含み，軽石質である．

本層は，分布地域北部の道志川北方の沢では下位

より級化層理が発達し黄緑色を呈する火山礫凝灰岩，

黒色火山岩質砂岩，淡紅色を呈する軽石を含みやや

赤味を帯る級化層理の発達する火山礫凝灰岩から細
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粒凝灰岩，平行葉理の発達する粗粒凝灰岩，級化

層理の発達する火山礫凝灰岩から細粒凝灰岩と，

平行葉理の発達する白色から淡緑色を呈する粗粒凝

灰岩，黒色火山岩質砂岩ゝ　級化層理の発達する火山

礫凝灰岩から細粒凝灰岩からなる．

篠原南部では，下位より級化層理の発達する火山

角礫岩から細粒凝灰岩，火山礫凝灰岩から細粒凝灰

岩，黒色火山岩質砂岩からなる．

篠原北部では，下位より級化層理の発達する軽石

質の火山礫凝灰岩から細粒凝灰岩，黒色火山岩質

砂岩，平行葉理の発達する白色から茶色を呈する粗

粒凝灰岩からなる．

分布地域南部の伊勢沢林道沿いでは，下位より級

化層理が発達し緑色を呈する凝灰岩，層理の発達す

る粗粒から細粒の凝灰岩，級化層理の発達する黒色

火山岩質砂岩，級化層理が発達し黄緑色を呈する火

山礫凝灰岩，層理が発達し黄緑色から茶褐色を呈す

る細粒凝灰岩，級化層理が発達し黄緑色を呈する火

山礫凝灰岩からなり，その上位には，級化層理の発

達する黒色火山岩質砂岩が漸移的に重なる．

層理の発達する粗粒から細粒の凝灰岩は，伊勢沢

林道沿いと，500m南方の林道沿いのみに露出し，南

方の見かけ上同一層準には，下位の布川火山角礫岩

を構成する地層が分布する．級化層理の発達する黒

色火山岩質砂岩は，分布地域南部では，粗粒から細

粒の凝灰岩に移化し，またこれより上位の岩相は，

分布地域南部ほど粗粒になる．

本層は，輝石安山岩の岩脈に貫かれる．

本層中に挟在する級化層理の発達する黒色火山岩

質砂岩と平行葉理が発達し，黄緑色から茶褐色を呈

する粗粒から細粒の凝灰岩は，特徴的な岩相で広く

埠跡できることからそれぞれ，水沢川黒色砂岩郡層，

茨菰山凝灰岩部層として区別する．

本層は，分布地域北部では全体的に南北方向の走

向を有し，寺入沢以北，篠原以南にかけては北西一

南東から南北の走向で東に700から900傾斜し，一部

運転し西に700から900傾斜する．分布地域南部の水

沢川以南では，北北西一南南東方向の走向で北へ40。

から800傾斜する．茨菰山付近，青野原付近では，岩

相の分布が東西方向にずれる．

層序関係：本層は，布川火山角礫岩を不整合にお
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おい，大沢黒色砂岩に整合におおわれる．

B－5a　水沢川黒色砂岩部層（Miz個aWagaWa

BIack－Sandstone Member）

命名：新称．不動尻凝灰岩に挟在する級化層理の

発達する黒色火山岩質砂岩は，特徴的な岩相で広く

追跡できることから新たに水沢川黒色砂岩部層とし

て命名する．

模式地：神奈川県津久井郡津久井町の水沢川支流

伊勢沢．

層厚：540m

分布および岩相：本部層は，模式地周辺，早戸川

中流域，茨菰山西万に分布する．

本部層は，級化層理の発達する黒色火山岩質砂岩

を主体とし茶灰色を呈する粗粒凝灰岩，緑色を呈

する火山礫凝灰岩を挟在する．分布地域南部の早戸

川南方では，本部層は不動尻凝灰岩の茶褐色から緑

色を呈する粗粒から細粒の凝灰岩へ側方変化する．

層序関係：本部層は，不動尻凝灰岩の下部に挟在

する．

B－5b　茨菰山凝灰岩部層（H6zukiyama Tuff

Member）

命名：新称．不動尻凝灰岩に挟在する平行薬理の

発達する凝灰岩は，特徴的で広く追跡できることか

ら新たに茨菰山凝灰岩部層として命名する．

模式地：神奈川県津久井郡津久井町の早戸川林道

沿い．

層厚：10m

分布および岩相：本部層は，津久井町下原の南東

および北西，藤野町中沢，茨菰山南万，東方および

北方，水沢川より南方では北北西一南南東方向の走

向を持ち，追跡できる．

本部層は，黄緑色を呈する細粒凝灰岩を本体とす

る．

分布地域北部の中沢およびその南方の沢では，下

位より平行薬理が発達し白色または黄緑色と茶褐色

の縞状を呈する厚さ7mの粗粒から細粒の凝灰岩，

黄緑色と灰色の縞状を呈する厚さ2．5mの細粒凝灰

岩，その上位に本体である厚さ80cmの黄緑色を呈

する硬質な細粒凝灰岩からなる．

分布地域南部の早戸川林道沿いでは，下位より黄

緑色から茶褐色を呈する厚さ7m単層の厚さ20cm

の細粒凝灰岩，白色と緑色の縞状を呈する厚さ2m

の細粒凝灰岩，その上位に本体である厚さ1mの黄

緑色を呈する細粒凝灰岩からなる．

本部層中の本体である黄緑色を呈する細粒凝灰岩

は，分布地域の南部へいくほど薄層化し，分布地域

南部の中津川河岸では厚さが約50cmとなる．

層序関係：本部層は，不動尻凝灰岩の上部に挟在

する．

B－6　大沢黒色砂岩（OsawaBlack－Sandstome）

命名：新称．渡部ほか（1952）命名の大沢層を，そ

の主体が異色火山岩質砂岩であるので，大沢黒色砂

岩として新たに命名する．

模式地：神奈川県津久井郡津久井町の早戸川下流．

層厚：750m

分布および岩本目：本層は，津久井町青野原，藤野

町牧馬，篠原，梶野，平戸から平戸の南南東の中津

川流域まで帯状に分布する．

本層は，級化層理の発達する黒色火山岩質砂岩を

主体とし，黄緑色から茶褐色を呈する火山礫凝灰岩

から細粒凝灰岩，黄緑色から緑色を呈する粗粒か

ら細粒の凝灰岩を挟在する．本層の主体となる黒色

火山岩質砂岩は，粗粒から細粒へと級化層理を持つ．

粗粒な火山岩質砂岩は，一部黒色，赤褐色，暗緑色

を呈する火山礫を含む火山礫凝灰岩に漸移する．

本層は，分布地域北部の篠原では，下位より塊状

で黒色を呈する泥岩，黒色を呈する火山礫凝灰岩，

級化層理が発達し黒色を呈する火山礫凝灰岩から細

粒の火山岩質砂岩，級化層理の発達する粗粒から細

粒の黒色火山岩質砂岩からなる．

分布地域南部の早戸川下流の本層は，下位より緑

色から黄緑色を呈し，層理の発達する凝灰岩を挟在

する黒色火山岩質砂岩，細粒の黒色火山岩質砂岩，

黄緑色から茶褐色を呈する中粒から細粒の凝灰岩を

挟在する黒色火山岩質砂岩からなる．

本層の主体となる黒色火山岩質砂岩の粒度は，分

布地域の南部へいくほど粗粒になる．また黒色火山

岩質砂岩には，有孔虫化石が薄片中に観察され，ま

た石灰質ナンノ化石も産出する．

本層中に挟在する緑色を呈する中粒から細粒の凝

灰岩は，特徴的な岩相で広く追跡できることから平

戸凝灰岩部層として区別する．
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本層は，分布地域北部の篠原では東北東一西南西

方向の走向で北に800前後傾斜する．梶野付近では，

北北西一南南東方向の走向でほぼ直立する．分布地

域南部の平戸付近では，北東一南西方向の走向で地

層が運転し北西に650前後傾斜する．早戸川以南で

は，北北西一南南東方向の走向で東に600から800傾

斜する．

層序関係：本層は，不動尻凝灰岩を整合におおい，

谷太郎凝灰岩に整合におおわれる．

B－6a　平戸凝灰岩部層（HiradoTuffMember）

命名：新称．大沢黒色砂岩に挟在する緑色を呈す

る凝灰岩は，特徴的な岩相で広く追跡できることか

ら新たに平戸凝灰岩部層として命名する．

模式地：神奈川県津久井郡津久井町の早戸川下流

北方の早戸川林道沿い．

層厚：20m

分布および岩相：本部層は，早戸川付近より北方

では，平戸付近，南方では中津川沿いに分布する．

本部層は，厚さ1mから2mで黄緑色を呈する中

粒から細粒の硬質な凝灰岩5枚を本体とし，級化層

理の発達する黒色火山岩質砂岩を挟在する．同一層

準では，岩質，層厚に目立った変化はない．

層序関係：本部層は，大沢黒色砂岩の中部に挟在

する．

B－7　谷太郎凝灰岩（Yatar6Tuff）

命名：新称．篠木・兄上（1954）命名の谷太郎層を，

各種凝灰岩から構成されることから，谷太郎凝灰岩

として新たに命名する．

模式地：神奈川県愛甲郡清川村の川弟川流域およ

び土山峠．

層厚：430m以上．

分布および岩相：本層は，早戸川以南では，北北

西一南南東方向に帯状に分布し，早戸川以北では津

久井町梶野南方，谷戸西方，御屋敷に分布する．

本層は，火山礫凝灰岩と粗粒凝灰岩を主体とし，

細粒凝灰岩と火山円礫岩を挟在する．

中津川以北に分布する本層は，下位より層理の発

達する粗粒凝灰岩から火山礫凝灰岩，火山円礫岩，

粗粒から細粒の凝灰岩からなり，この上には上位の

寺家泥岩のシルト岩が露出する．

中津川以南の川弟川の中流域では，塊状の火山礫
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凝灰岩からなり，この上に上位の寺家泥岩のシルト

岩が露出する．

土山峠では，下位より火山円礫岩，粗粒凝灰岩か

ら火山礫凝灰岩，細粒凝灰岩からなり，この上に寺

家泥岩のシルト岩が露出する．

本層の層厚は，早戸川付近で60印と著しく薄くな

る．

本層は，早戸川以南では北西一南東方向の走向で

北東に500から700傾斜する．梶野南方では，北東一

南西方向の走向で地層は逆転し北西に600前後傾斜

する．

層序関係：本層は，大沢黒色砂岩を整合におおい，

寺家泥岩に不整合におおわれる．

B－8　寺家泥岩（JikeMudstone）

命名：新称．渡部ほか（1952）命名の寺家層を，そ

の主体が泥岩であることから，寺家泥岩として新た

に命名する．

模式地：神奈川県愛甲郡清川村の川弟川中流．

層厚：450m以上．

分布および岩相：本層は，津久井郡津久井町御屋

敷南方から南南西方向の愛甲郡清川村落合西方，馬

場，川弟川流域に分布する．

本層は，下位より砂岩と泥岩の互層，塊状の泥岩，

砂岩と泥岩の互層，塊状の泥岩，細粒の砂岩よりな

り，砂岩と泥岩の互層は，級化層理が発達する．

泥岩中からは，有孔虫化石，石灰質ナンノ化石が

産出する．

本層の層厚は，落合付近で著しく薄くなる．

本層は，北西一南東方向の走向で北東に400から

600傾斜する．

層序関係：本層は，谷太郎凝灰岩を不整合におお

い，落合礫岩に不整合におおわれる．

B－9　落合礫岩（OchiaiConglomerate）

命名：島津ほか（1968）命名．

模式地：神奈川県愛甲郡清川村落合．

層厚：540m以上

分布および岩相：本層は，相模湖町新戸およびそ

の北西，津久井郡津久井町梶野北方，谷戸，御屋敷

に分布する．

本層は，礫岩を主体とし，一部で砂岩と互層する．

また落合の中津川河床では，石灰岩を挟在する．
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本礫岩の礫は，分布地域北部の梶野周辺では，礫

径5cmから20cm，最大60cmの火山岩および火山

砕屑岩の角礫から亜角礫，礫径1cmから2cmの黒

色粘板岩，砂岩の円礫である．分布地域南部の落合

周辺では，礫径2cmから20cmの緑色を呈する火山

砕屑岩の角礫および，礫径1cmから3cmの貢岩，砂

岩の扁平な円礫である．基質は，分布地域北部，南

部ともに淘汰の悪い粗粒の砂岩である．

本礫岩は，一般に塊状であるが一部で淘汰の悪い

粗粒の砂岩と互層する．また本礫岩中より貝化石を

産出する．

本層は，梶野および南方では北北西一南南東方向

の走向で東に600から800傾斜する．落合付近では，

西北西一東南東方向の走向で北に400から600傾斜す

る．

層序関係：寺家泥岩，谷太郎凝灰岩，大沢黒色砂

岩を不整合におおう．上限は，断層関係で不明．

C．丹沢東緑部地域

C－1宮ケ瀬火山角礫岩（Miyagase VoIcanic－

breccia）

命名：新称．兄上（1955）命名の宮ヶ瀬層を，火山

角礫岩が主体であることから，宮ケ瀬火山角礫岩と

して新たに命名する．

模式地：神奈川県愛甲郡清川村宮ケ瀬

層厚：900m以上

分布および岩相：本層は，津久井郡津久井町前戸，

相模湖町新戸東方，藤野町の石老山南西斜面，篠原

北方，鉢岡山，愛甲郡清川村宮ケ瀬から北北西方向

に分布する．

本層は，基性安山岩質火山角礫岩を主体とし，火

山礫凝灰岩，粗粒から細粒の凝灰岩を挟在する．主

体となる火山角礫岩は，分布地域北部では2mmか

ら4mmの斜長石斑晶および1mmから2mmの輝

石斑晶を有する基性安山岩の角礫，赤紫色，黒色を

呈する火山礫を含む．基質は，暗緑色を呈する粗粒

凝灰岩である．分布地域南部では，火山角礫岩の礫

は基性安山岩の亜角礫となる．粗粒から細粒の凝灰

岩は，灰色から暗灰色を呈し平行葉理が発達する．

分布地域北部の道志川沿いでは，下位より塊状の

火山角礫岩，粗粒から細粒の凝灰岩，塊状の火山角

礫岩または凝灰角礫岩および火山円礫岩からなる．

上位の火山角礫岩中には，5mmから1cmの黒色粘

板岩の円礫が混在する．

石老山南西斜面の沢では，下位より粗粒から細粒

の凝灰岩，火山角礫岩，粗粒から中粒の凝灰岩，黒

色粘板岩の円礫を含む火山角礫岩，凝灰角礫岩，平

行葉理の発達する粗粒から細粒の凝灰岩，凝灰角礫

岩からなる．

篠原川沿いでは，下位より平行薬理の発達する粗

粒から細粒の凝灰岩，塊状の火山角礫岩，粗粒から

細粒の凝灰岩からなる．

分布地域南部，落合南方の中津川沿いの本層は，

厚さ約2．5mの輝石安山岩の岩脈に貫かれている．

本層は，丹沢東部地域の布川火山角礫岩の基性安

山岩質火山角礫岩を主体とする層準と岩相が良く似

ており，岩質も同じである．

本層は，分布地域北部では北西一両東方向の走向

で北に300から700傾斜する．篠原川以西では，東西

から東北東一西南西方向の走向で北に600前後傾斜

する．分布地域南部の宮之前付近では，南北方向の

走向で東に800傾斜する．宮ケ瀬から落合付近では，

一般に北西一南東から北北西一南南東方向の走向で

北東に約6nO傾斜する．中津川沿いでは，北北東一南

南西方向の走向に変化し，早戸川と中津川の出合付

近では，地層が逆転しているところがある．

層序関係：本層は，舟沢凝灰岩に整合におおわれ

る．下限は，断層関係で不明．

C－2　舟沢凝灰岩（FunazawaTuff）

命名：新称．兄上（1955）命名の舟沢層を，凝灰岩

が主体であることから舟沢凝灰岩として新たに命名

する．

模式地：神奈川県愛甲郡清川村の中津渓谷沿い．

層厚：300m

分布および岩相：本層は，津久井郡津久井町仙洞

寺山．飽子西方，相模湖町および石老山の西南西の

尾根沿い．中津渓谷付近から北北西一南南東方向に

帯状に分布する．

本層は，粗粒から細粒の凝灰岩を主体とし，基性

安山岩溶岩，基性安山岩質火山角礫岩および火山円

礫岩，異色泥岩，淡緑色を呈する火山礫凝灰岩を挟

在する．主体となる凝灰岩は，級化層理の発達する

ものと平行葉理が発達し暗灰色を呈するものとがあ



丹沢山地東部の地質

る．基性安山岩は，2mmから4mmの輝石斑晶お

よび1mmから2mmの斜長石斑晶を含み，下位の宮ケ

瀬火山角礫岩，上位の中津峡火山角礫岩の主体をな

す火山角礫岩の角礫と同質である．黒色泥岩は，塊

状で一部暗緑色を呈する粗粒凝灰岩をレンズ状に挟

在する．

分布地域北部の仙洞寺山では，下位より黒色泥岩，

粗粒から細粒の凝灰岩および火山角礫岩からなる．

石老山南西斜面の沢では，下位より黒色泥岩，火

山角礫岩，平行葉理が発達し淡緑色から茶褐色の縞

状を呈する粗粒凝灰岩，異色泥岩からなる．

本層は，分布地域北部では西北西一東南東方向の

走向で北に400から600傾斜する．分布地域南部の仙

洞寺山南西斜面では，北北西一南南東方向の走向で

東に240から550傾斜する．その南方の中津川沿いで

は，北北東一南南西方向の走向で東に120から300傾

斜する．さらに南方の宮ケ瀬東方では，北北西一南

南東方向の走向で東に600傾斜する．

層序関係：本層は，宮ケ瀬火山角礫岩を整合にお

おい，中津峡火山角礫岩に整合におおわれる．

C－3　中津峡火山角礫岩（Nakatsukyb VoIca－

nic－breccia）

命名：兄上（1955）命名の中津峡層下部構成部層

の中津峡火山角礫岩を層として再定義する．

模式地：神奈川県愛甲郡清川村の中津渓谷沿い．

層厚：960m以上

分布および岩相：本層は，津久井郡津久井町仙洞

寺山．飽子およびその西北西，中津渓谷付近から北

北西一南南東方向に帯状に分布する．

本層は，基性安山岩質火山角礫岩を主体とし，火

山礫凝灰岩，粗粒から細粒の凝灰岩，基性安山岩を

挟在する．主体となる火山角礫岩は，一般に塊状で，

分布地域北部では，2mmから3mmの斜長石斑晶お

よび1mmから2mmの輝石斑晶を有する基性安山

岩の角礫および黒色，赤紫色，暗緑色を呈する火山

礫を含む．基質は，暗緑色を呈する粗粒凝灰岩であ

る．また一部で，火山礫凝灰岩ないしは粗粒凝灰岩

に漸移する．分布地域南部では，1mmから2mmの

斜長石斑晶および2mmから4mmの輝石斑晶を有

する礫径10cmから20cmの安山岩の亜角礫を含む．

基質は，粗粒凝灰岩である．また礫質は，下位の宮

171

ケ瀬火山角礫岩，舟沢凝灰岩中の火山岩と同質であ

る．

本層は，分布地域北部の仙洞寺山林道では，下位

より塊状の火山角礫岩，火山礫凝灰岩から粗粒凝灰

岩，塊状の火山角礫岩から火山礫凝灰岩，平行薬理

の発達する粗粒凝灰岩，塊状の火山礫凝灰岩から

なる．

道志川沿いでは，下位より塊状の火山礫凝灰岩，

粗粒から細粒の凝灰岩，火山角礫岩，粗粒から細粒

の凝灰岩からなる．

道志川南西の沢では，下位より塊状の火山角礫岩

から火山礫凝灰岩，粗粒から細粒の凝灰岩からなる．

分布地域南部の仏栗山南西斜面では，塊状の火山

角礫岩が露出する．この塊状の火山角礫岩と，見か

け上同一層準の経ケ岳付近には，粗粒から細粒の凝

灰岩などの凝灰岩類が分布する．

本層は，丹沢東部地域の布川火山角礫岩と岩相が

酷似し，岩質も同じである．

本層は，分布地域北部では北西一南東から東西方

向の走向で北に300から700傾斜する．分布地域南部

では，全体的に北北西一南南東から西北西一東南東

方向の走向で北東に200から80D傾斜し，仙洞寺山周

辺では西北西一東南東から東西方向の走向で北に

400から550傾斜する．この南方の中津川沿いでは，走

向は時計回りに変化し南北から北西一南東方向の走

向で東に200から400傾斜する．さらに南方の仏栗山

付近では，北西一両東方向の走向で北東に600から

800傾斜する．

層序関係：本層は，舟沢凝灰岩を整合におおう．

上限は，分布地域北部では上位の純子層に不整合に

おおわれ，分布地域南部では，上位の経ケ岳層およ

び半原火山礫凝灰岩と断層で接する．

C－4　経ケ岳層（Ky6gatakeFormation）

命名：新称．兄上（1955）命名の中津峡層上部構

成部層の中津峡凝灰岩の下部を，上部の火山礫凝灰

岩を主体とする岩相が異なるため，経ケ岳層として

新たに命名する．

模式地：神奈川県愛甲郡愛川町の半原越

層厚：600m以上

分布および岩相：本層は，仏栗山，経ケ岳，模式

地周辺に分布する．
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本層は，下部が厚い茶褐色を呈する塊状の細粒凝

灰岩，中部が黄緑色を呈する火山礫凝灰岩と暗灰色

を呈する粗粒から細粒の凝灰岩との互層，上部が級

化層理の発達する黒色火山岩質砂岩より構成される．

上部の黒色火山岩質砂岩は，有孔虫化石を含み厚さ

1mの礫岩層を挟在する．この礫岩層の礫は，礫径

2cmから3cmの円摩度の良い黒色を呈する扁平礫

である．基質は，量的に非常に少なく白色の結晶が

晶出している．上位の石老山礫岩の礫岩と比較する

と，石老山礫岩中に含まれる貢岩礫のように光沢を

もつ礫は少なく，基質が淘汰の悪い粗粒の砂岩であ

ることから本層の礫岩は，石老山礫岩のものとは異

なる．下部の茶褐色を呈する塊状の細粒凝灰岩は，

強く破砕され白色の脈が多数入る．

本層は，丹沢東部地域の不動尻凝灰岩および大沢

黒色砂岩と岩相が酷似し，岩質も同じである．

本層は，全体的に北西一南東から南北方向の走向

で，東に400から600傾斜する．半原越付近では，南

北方向の走向で東に500前後傾斜し，経ケ岳付近では

北西一南東方向の走向で北東に400から600傾斜する．

層序関係：本層は，下位の中津峡火山角礫岩と断

層で接し，半原火山礫凝灰岩に整合におおわれる．

C－5　半原火山礫凝灰岩（IIanbara Lapilli－

tuff）

命名：新称．兄上（1955）命名の中津峡層上部構

成部層の上部を，下部の地層とは，岩相が異なるた

め，半原火山礫凝灰岩として新たに命名する．

模式地：神奈川県愛甲郡愛川町半原の中津渓谷沿

い．

層厚：800m以上

分布および岩相：本層は，津久井町桜野から石小

屋を通り北北西一南南東方向に帯状に分布する．

本層は，緑色を呈する火山礫凝灰岩を主体とし，

灰緑色から暗灰色を呈する粗粒から細粒の凝灰岩を

挟在する．

主体となる火山礫凝灰岩は，一般に塊状であるが，

上部では級化層理が発達することがある．粗粒から

細粒の凝灰岩は，一般に層理が発達しているが一部

塊状のところがある．

本層中から二枚貝の化石を産出する．

本層は，全体的に北西一両東方向から北北西一南

南東方向の走向で北東に400から700傾斜する．

層序関係：本層は，経ケ岳層を整合におおい，組

子層に不整合におおわれる．

C－6　飽子層（AbikoFormation）

命名：IsHIHARA（1964）命名のSekirozan For一

mation下部構成部層のAbikotuff，Sandstoneand

conglomerate memberと上部構成部層のSekiro－

zanconglomerate andsandstone memberの下部

は，礫岩，砂岩，凝灰岩，火山礫凝灰岩などの各種

岩相から構成されることから，合わせて組子層とし

て新たに命名する．

模式地：神奈川県津久井郡津久井町飽子から横浜

水道沈殿池にかけての道志川沿岸．

層厚：470m以上．

分布および岩相：本層は，津久井町青山，純子，

相模湖町寸沢嵐，石老山山頂付近，藤野町鉢岡山東

方に分布する．

本層は，下位より礫岩，平行葉理の発達する粗粒

から細粒の凝灰岩，細礫岩と凝灰質砂岩との互層，

安山岩質火山角礫岩，安山岩質凝灰岩，細礫岩と凝

灰質砂岩との互層，安山岩質凝灰角礫岩，火山礫凝

灰岩，細礫岩，平行葉理の発達する粗粒から細粒の

凝灰岩からなる．最下部の礫岩は，塊状で淘汰のよ

い中礫大の亜円礫からなり，礫質は，黒色粘板岩，

灰色を呈する砂岩である．基質は，灰色を呈する粗

粒から中粒の砂岩で固精度が高い．凝灰質砂岩と互

層をなす細礫岩の基質は，凝灰質砂岩で固結度は低

い．

本層は，篠原川では下位より2cmから3cmの亜

円礫からなる塊状の礫岩，安山岩質火山角礫岩，平

行薬理の発達する粗粒から細粒の凝灰岩，塊状の礫

岩，灰色を呈する粗粒から細粒の凝灰岩，塊状の火

山角礫岩からなる．

本層は，全体的に西北西一東南東方向の走向で北

に450から800傾斜するが，分布地域南部の青山付近

では一部で逆転し南に700から800傾斜する．

層序関係：本層は，半原火山礫凝灰岩，中津峡火

山角礫岩，舟沢凝灰岩，宮ケ瀬火山角礫岩を不整合

におおい，石老山礫岩に不整合におおわれる．

C－7　石老山礫岩（Sekir6zanConglomerate）

命名：島津ほか（1968）命名の石老山礫岩の上部は
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礫岩から構成され，下部の各種岩相からなる地層と

区別できるため上部を石老山礫岩として再定義する．

模式地：神奈川県津久井郡相模湖町石老山東寛の

谷山林道．

層厚：800m以上

分布および岩相：本層は，丹沢東縁部地域および

北部地域に分布する．東綾部地域では，相模湖町道

志南方，石老山東斜面に分布し，北部地域では，藤

野町日連，杉，芝田，向原，山梨県北都留郡上野原

町鶴島に分布する．

本層は，礫岩を主体とし，粗粒の砂岩を挟在する．

礫岩の礫は，黒色粘板岩および灰色を呈する砂岩の

亜円礫が多く，一部安山岩の亜角礫を含む．基質は，

灰色を呈する粗粒から中粒の砂岩で固結度が高い．

本層は，模式地では下位より2cmから3cmの亜

円礫からなる淘汰のよい塊状の礫岩，最大15cmの

灰色を呈する砂岩の亜円礫を含む淘汰の悪い塊状の

礫岩，礫岩と砂岩との互層，級化層理の発達する中

礫岩から細礫岩，10cmから20cmの大礫を多く含む

塊状の大礫岩，2cmから3cmの亜円礫からなる淘汰

のよい塊状の礫岩，級化層理を示す礫岩，砂岩，2cm

から4cmの亜円礫からなる塊状の礫岩，扁平礫を含

み級化層理の発達する礫岩，2cmから3cmの亜円礫

からなる塊状の礫岩からなる．

芝田西方では，下位より砂岩と泥岩との互層，細

礫岩と砂岩との互層，塊状の礫岩，2cmから3cmの

礫からなる塊状の礫岩，2cmから4cmの扁平礫から

なる塊状の礫岩からなる．

鶴島東方の沢では，下位より2cmから3cmの扁

平礫からなる塊状の礫岩，1cmから2cmの礫からな

る塊状の礫岩，最大20cmの大礫を含む塊状の礫岩，

扁平礫を含む礫岩，細礫岩と中礫岩との互層，礫岩

と砂岩との互層，淘汰の悪い角礫岩からなる．

E］連に分布する本礫岩は，2cmから4cmの亜円礫

からなり，基質は灰色を呈する粗粒から細粒の砂岩

である．

本層は，丹沢東綾部地域では北北西一南南東から

北西一南東方向の走向で北東に300から700傾斜する．

丹沢北部地域の日蓮では，東北東一西南西方向の走

向で北に850傾斜する．鶴島では，西北西一東南東方

向の走向で北に700前後傾斜する．
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層序関係：本層は，丹沢東縁部地域では，飽子層

を不整合でおおい，丹沢北部地域では，日向層を不

整合でおおう．上限は，断層関係で不明である．

4．地　質　構　造

本研究地域には，北西一南東方向の走向を有する

二つの大断層と北北東一南南西方向の走向を有する

一つの大断層があり，この地域を三つにわけている．

研究地域全体としては，北西一南東方向の走向で北

東に傾斜する等斜構造をなす．

丹沢北部地域内の地層は，全体的に東西方向から

北東一南西方向の走向で北に300から800傾斜するが，

奥牧野および舟久保付近に分布する四方津層は，北

東一両西方向の摺曲軸を有する稽曲構造をなす．ま

た網子付近に分布する秋山層は，地層が逆転し南に

700前後傾斜する．

丹沢東部地域内の地層は，北部の断層で囲まれた

篠原周辺では，ほぼ東西方向の走向で北に600から

800傾斜するが，青野原以南では，茨菰山北方および

平戸付近に摺曲軸を有する摺曲構造をなし，茨菰山

および平戸周辺では，北東一両西方向から南北方向

の走向で運転し西に500から90傾斜する．地質図上

では，摺曲軸が東西方向を有している様に見えるが，

この摺曲の北翼の地層は逆転しており，この地域の

地層面の極をステレオネット上にプロットし，地層

面の極が乗る大円から禰曲軸の方向を求めると，時

計回りに144で摺曲軸が逆転し北西に54フランジ

していることがわかる（Fig．5）．

丹沢東緑部地域内の地層は，桜野以北では北西一

両東方向の走向で北東に300から700傾斜し，以南で

は北北西一南南東方向の走向で東に300から700傾斜

する．

本研究地域には，地域の境界をなす3本の大断層

を含む15本の大きな断層と地質図上には，表せない

多くの小断層がある．以下に15本の大きな断層につ

いて記す（Fig．2）．

（1）声根一相模湖断層（Aone－SagamikoFault）

神奈川県津久井郡津久井町青根から藤野町の相模

湖まで，北北東一南南西方向に走る断層で丹沢北部

地域と丹沢東部地域および丹沢東緑部地域との境界
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S

〈Direction of fold axis〉

Declination of fold axis＝144．9

Inclination of fold axis＝　7－54．3（upper hemisphere）

◆：fold axis direction

〈Poles of bedding plane〉

●：jndividua】（upper hemisphere）

⊂）：indivjdual（】ower hemisphere）

Fig．5　Distributionofpoles ofbeddingplane

and the direction of the fold axis which

Were Calculatedfrom the distribution ofthe

beddingplanepolesintheeasternpart．東部

地域における地層面の極の分布と，これから求

められた稽曲軸の方向．

をなす．本断層は，青根の小屋戸沢，小舟付近の川

上川，川上西方の沢，篠原JH下流で確認され，断層

面は小屋戸沢ではN560E，760W，小舟付近ではN60O

E，760SおよびN188E，74OW，篠原川下流ではN70O

E，600Wの走向傾斜を有する．断層面の近くの岩石

は，著しく破砕されている．

（2）青野原一煤ケ谷断層（Aonohara－Susugaya

Fault）

本断層は，青野原一煤ケ谷線として，篠木・兄上

（1954）命名．神奈川県津久井郡藤野町篠原から津久

井町青野原を通り清川村煤ケ谷まで，ほぼ北西一両

東方向に走る断層で丹沢東部地域と丹沢東緑部地域

との境界をなす．本断層は，青野原北東の遺志川河

岸，篠原から田ケ岡に至る町道，梶野南方の沢，落

合付近，宮ケ瀬南方の沢で確認され，断層面は道志

川河岸ではNlOOW，750E，田ケ岡に至る町道では

N700E，60CN，梶野南方の沢ではN30OW，59ONE，宮

ケ瀬南方の沢ではN400W，460NEの走向傾斜を有す

るが，落合付近では複数の断層群となりその断層面

の走向傾斜は，N40W，400E，N500W，70CNE，N150W，

750NE，N800W，70ON，N450W，69ONE，N500E，630

NWである．断層面の近くの岩石は，いづれも著し

く破砕され緑色から暗緑色を呈する．

（3）藤ノ木一愛川断層（T6noki－AikawaFault）

本断層は藤本（1951）命名の藤ノ木一舟沢線を，断

層が舟沢付近を通らず愛川町付近を通ることから，

篠木・兄上（1954）が藤ノ木一愛Hl線と改称したもの

である．神奈川県津久井郡津久井町青山から藤野町

吉野を通り厚木市用野西方まで，ほぼ北西一南東方

向に走る断層で丹沢東縁部地域と古第三系の小仏層

群との境界をなす．本断層は，横浜水道沈殿池付近，

道志南方の沢，関南万の沢，半原の中津川河岸，塩

川滝付近で確認され，断層面は横浜水道沈殿池付近

ではN700W，900W，遺志南方の沢ではN400W，800

NE，半原の中津川河岸ではN50E，750E，塩川滝付

近ではN400W，820NE，NlOOE，840W，関南方の沢で

はNlOOW，530Eの走向傾斜を有する．断層面の近く

の岩石は，いづれも著しく破砕され緑色から暗緑色

を呈する．

（4）上野原一関口断層（Uenohara－Sekiguchi

Fault）

山梨県北都留郡上野原町から神奈JH県津久井郡相

模湖町関口に至る断層である．本断層は，名倉から

向原に至る町道，篠原川下流で確認され，断層面は

名倉から向原に至る町道ではN500W，740NE，篠原

川下流ではN700W，800Nの走向傾斜を有し，日向層

と石老山礫岩が断層で接する．

（5）鶴島一関口断層（Turushima－Sekiguchi

Fault）

山梨県北都留郡上野原町鶴島から神奈川県津久井

郡相模湖町関口に至る推定断層で日向層と四方津層

が接する．

（6）川上川一篠原断層（Kawakamigawa－Shino－

haraFa山t）

神奈川県津久井郡藤野町川上川上流から篠原に至

る．北東一南西方向に走る推定断層である．
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（7）石砂山断層（IshizareyamaFault）

神奈川県津久井郡藤野町石砂山を北東一南西方向

に走る断層である．本断層は，石砂山付近で確認さ

れ，断層面の走向傾斜は，N500E，400NWである．

（8）青山一経ケ岳断層（Aoyama－Ky6gatake

Fault）

神奈川県津久井郡津久井町青山から清川村経ケ岳

まで北北西一南南東方向に走る推定断層である．

本断層は，丹沢東縁部地域の中津峡火山角礫岩と

経ケ岳層および半原火山礫凝灰岩との境界をなす．

（9）寺入沢断層（TerairisawaFault）

神奈川県津久井郡津久井町の寺入沢付近を東北

東一西南西方向に走る推定断層である．本断層は，

不動尻凝灰岩，大沢異色砂岩，谷太郎凝灰岩，落合

礫岩の分布を水平変位にして約170m左にずらすこ

とから，左横ずれ成分を持つ断層であると考えられ

る．

（10）茨菰山断層（Ⅱ6zukiyamaFault）

神奈川県津久井郡津久井町の茨菰山を西北西一東

南東方向に走る推定断層である．本断層は，不動尻

凝灰岩，大沢黒色砂岩，谷太郎凝灰岩，落合礫岩の

分布を水平変位にして約180m左にずらすことから，

左横ずれ成分を持つ断層であると考えられる．

（11）焼山一唐沢川断層（Yakeyama－Karasawa一

gawa Fadt）

神奈川県津久井郡津久井町の焼山付近から清川村

の中津川と唐沢川の出合付近まで北北西一南南東方

向に走る推定断層である．伊勢沢林道沿いの断層付

近の岩石は，著しく破砕され白色の脈が多く発達す

る．本断層は，丹沢東部地域の布川火山角礫岩と不

動尻凝灰岩との境界をなす．

（12）黍穀山一蛭ケ岳断層（Kibigarayama－Hiru－

gatakeFault）

神奈川県津久井郡津久井町の黍殻山付近から蛭ケ

岳に至る推定断層である．本断層は，丹沢東部地域

の四十八瀬火山角礫岩と大滝火山礫凝灰岩および布

川火山角礫岩との境界をなす．

（1訂　伊勢沢断層‾恥ezawaFault）

神奈川県津久井郡津久井町の水沢川上流伊勢沢付

近を東西方向に走る推定断層である．
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（14）黍穀山一金沢断層（Kibigarayama－Kana－

SaWaFadt）

神奈川県津久井郡津久井町の黍殻山付近から清川

村の金沢付近に至る推定断層である．

（19　原小屋一高畑山断層（Haragoya－Takahata－

yamaFadt）

神奈川県津久井郡津久井町の早戸川上流原小屋沢

付近から愛甲郡清川村の高畑山に至る推定断層であ

る．

5．古地磁気測定結果

（1）．測定およびデータの選択

古地磁気測定用試料は，東部地域の布川火山角礫

岩，不動尻凝灰岩，大沢黒色砂岩，寺家泥岩，東縁部

地域の中津峡火山角礫岩の泥岩，黒色砂岩，東縁部地

岩の露出する46地点から採取した（Fig．8）．

測定用試料として，1地点につき1個以上の定方

位試料を採取し，これをダイヤモンドカッターを用

いて1辺が，20mmないし25mmの立方体に切断し

たものを各定方位試料から3個以上切り出し測定用

試料とした．

残留磁気ベクトルの測定には，リングコア型フ

ラックスゲート回転磁力計（小山・新妻，1983）を用

い，1地点につき3個以上測定した．また不安定な

2次的残留磁気成分を取り除く消磁には，電流制御

式3軸交番磁場消磁装置（新妻・小山，1981；小山・

新妻，1983）を用いた．

残留磁気ベクトルの測定に際しては，全試料の中

から代表的な試料をいくつか選び出し，これらにつ

いて5mTおきに最大35mTまでの段階的交番磁場

消磁を行った．交番磁場消磁前の自然残留磁気（nat－

uralremanentmagnetization，NRM）は，一般に地

層の傾斜補正前には試料採取地点における現在の地

球磁場の方向であるが，段階的交番磁場消磁によっ

て現在の地球磁場のもとで付加された2次的残留磁

気成分が除去され，残留磁気の方向を変化させるも

のがある．この2次的残留磁気成分は，46地点の試

料全部について15mTの交番磁場消磁によって除

去された．

測定した46地点の試料（Table2）のNRM（自然残
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Table2　Resultsofpaleomagneticmeasurements．N：number of samples，AFD：field

Strengthofalternatingfielddemagnetization・Jn：intensityofremanentmagnetization

afteraltematingfielddemagnetization，D，I：declinationandinclinationofremanent

magnetizationbeforebeddingcorrection，D，Ⅰ（COrreCted）：declination andinclination

ofremanent magnetization afterbedding correction，k：preCisionparameter，α95‥

radiusof95％confidencecircleofthemeasureddirection，6：Circularstandarddevia－

tionisgivenby81、五degrees，Jn／NRM：ratiobetweentheintensityofnaturalremanent

magnetizationandafter15mTalternatingfielddemagnetization．古地磁気測定結果．N：
試料の個数，AFD：交流消磁強度，JN：交流消磁後の残留磁気強度，D，Ⅰ：地層の傾動補正

前の偏角および伏角の方向，D，I（Corrected）：地層の傾動補正後の偏角および伏角の方向，K：

精密パラメーター，α95：95％の信頼円の大きさ，J：標準偏差円の大きさ．81、席で与えられ

る．Jn／NRM：自然残留磁気強度と15mTで交番磁場消磁後の残留磁気強度の比．
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留磁気）強度は，4．2×10‾7から3．2×10－4kA／mであ

り，交番磁場消磁後の残留磁気強度は，2．3×10【7から

2．6×10‾4kA／mである．

交番磁場消磁後の残留磁気ベクトルが過去の地球

磁場の方向の記録として信頼のおけるものかどうか

については，交番磁場消磁の前後における残留磁気

ベクトルの変化のしかたによって以下の4うのタイ

プに分け，あわせてそれぞれのタイプにおける測定

値の標準偏差円の大きさ（circular standard devia－

tion；Collinson，1983）精密パラメーター：kと81／、花

の関係があり，これは残留磁気ベクトルの63％が

含まれる円錐の頂角にあたる．）とJn比（交番磁場

消磁後の強度／NRMの強度）の関係（Fig．6）を検討

しデータの選択を行った．

1．15mTの交番磁場消磁前および後においても

地層の傾斜補正前の偏角・伏角の方向の95％の信頼

円内に，現在の北極点に磁極をおいた場合の地球磁

場の方向があるもの．

2．15mTの交番磁場消磁後にのみ地層の傾斜補

正前の偏角・伏角の方向の95％の信頼円内に，現在

の北極点に磁極をおいた場合の地球磁場の方向があ

るもの．

3．15mTの交番磁場消磁前には，地層の傾斜補

正前の偏角・伏角の方向の95％の信頼円内に，現在

の北極点に磁極をおいた場合の地球磁場の方向があ

るが，消磁後変化するもの．

4．15mTの交番磁場消磁前および後においても

地層の傾斜補正前の偏角・伏角の方向の95％の信頼

円内に，現在の北極点に磁極をおいた場合の地球磁

場の方向がないもの．

タイプ1および2の試料のJn比は，10％から

70％で平均34％であり，標準偏差円の半径も20度

以上であり（Fig．6），残留磁気ベクトルの方向のばら

つきが大きく，15mTの交番磁場消磁後の地層の傾

斜補正前の偏角・伏角の方向の95％の信頼円内に現

在の地球磁場の方向がある．このことからタイプ1

および2の試料は，地層の傾動後に現在の地球磁場

において安定な2次的残留磁気成分を獲得している

可能性が高く堆積時の地球磁場の方向を記鱒してい

るとはいえないので解折対象から除外した．

タイプ3および4の試料のJn比は，20％から
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115％で平均50％であり標準偏差円の半径も20度

より小さいものが多く（Fig．6），残留磁気ベクトルの

方向のまとまりが良い．標準偏差円の半径が20度よ

り大きいものについては，15mTの交番磁場消磁に

よって不安定な2次的残留磁気成分は除かれてはい

るが，堆積時の地球磁場の方向の記録が不安定なの

で除外した．また伏角の頻度分布は正帯磁のときと

逆帯磁のときの正負2極分布をとることが予想され

るが，測定された伏角分布は0度付近にもう一つの

山を持つ3極分布を示している（Fig．7）．この0度付

近の伏角を有するものについては，極方向の判定が

困難なため解折から除外した．

この様にして最終的に信頼のおけるものとして14

地点のデータが得られた（Fig．8）．以下これらの試料

についての検討結果を述べる．

（2）古地磁気測定結果

不動尻凝灰岩は，水沢川黒色砂岩部層の最上部ま

では逆帯磁であり，その上位の茨菰山凝灰岩部層直

下まで，正帯磁で，その上位の不動尻凝灰岩および

大沢黒色砂岩は逆帯磁を示す．また寺家泥岩は正帯

磁を示す（Fig．11）．

寺家泥岩の15mTでの交番磁場消磁後の残留磁

気強度は全て3．7～7．3×10‾7kA／m台と小さいのに

対し不動尻凝灰岩および大沢異色砂岩の残留磁気強

度は2．3×10－7～2．6×10‾4kA／mと大きいこ年から

寺家泥岩が磁性鉱物の少ない堆積物よりなり，供給

源が不動尻凝灰岩および大沢黒色砂岩の火山性堆積

物とは，異っていることを示している（Table2）．残

留磁気ベクトルの方向を解析し，その岩石が堆積し

たときの地球磁場方向を知るには，地層の傾斜を水

平にした上で検討しなければならない．この操作を

傾動補正というが，傾斜した地層面を水平に戻す方

法は幾通りにも存在する．ただし，1回の回転操作

によって傾斜を水平に戻す方法は，地層面上の水平

線（走向線）を軸として回転させる方法しか存在しな

い．ただし，この様に1回の操作によって過去の水

平面を復元できるのは，神曲軸が水平な場合に限ら

れており，神曲軸がプランジしている場合には，2

回以上の回転操作が必要である．すなわち，摺曲軸

がプランジしている場合には，摺曲軸のプランジを

水平に戻してから神曲による地層の傾斜を補正をし
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なければならない．残留磁気の伏角の値は，単に地

層の水平線（走向線）を軸として回転させる傾動補正

を行ったものでも，プランジ補正を行ったものでも

変わらないが，偏角の値については変わってくるの

でテクトニックな回転運動を検討するには，この補

正は重要な意味を持つ．すなわち，古地磁気測定用

の試料を採取してきた地域が摺曲し，かつその軸が

プランジしている場合には，単に地層の傾動補正を

行うだけでは不十分であり，プランジ補正も行う必

要がある．

本研究地域の地層は，一部逆転する激しい摺曲を

しており，その摺曲軸がプランジしている．この摺

曲軸のプランジを兵頭（1986）の方法でもとめた．

丹沢東部地域の地層の摺曲軸は，時計回りに1440

の方向で北西に約54フランジしている（Fig．5）．単

なる傾動補正をした残留磁気ベクトルと摺曲軸のプ

ランジ補正をしたものでは，その偏角に約500の差が

存在する（Fig．9）．

以下摺曲軸のプランジ補正を行った後の残留磁気

ベクトルについて検討していく．OS29は，走向が東

西方向で水平変位約1．5mの左横ずれ成分をもつ小

断層の南側2mで採取しており，他のものと較べて

伏角が浅く，偏角が反時計回りに回転しているのは，

この断層の引き摺りによるものと考えられる．OS40

は，焼山一唐沢川断層の東側5mで採取しており，他

のものと較べて伏角が浅く，偏角が反時計回りに回

転している．これは，この断層が左横ずれ成分の変

位を持つことを示している．AN06も他のものと較

べて伏角が浅く，偏角も異なる方向を向いており，

これも小断層による局地的な引き摺りによるものと

考えられる（Fig．8）．これら3地点と断層に囲まれた

1地点ANllを除く10地点の伏角の平均は，52．40±

15．3であり，現在の地球磁場における現地での伏角

の値（54．90）と，誤差の範囲で一致し有為な差は認め

られない．これは，この地層が堆積した場所が現在■

の位置と極端には，かけ離れていないことを示して

いる．また偏角の平均は，40．40±15．3であり，この

地域が時計回りに約40度回転したことを示唆してい

る（Fig．8，9）．
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Fig，8　Mapshowingthesamplinglocalitiesforpaleomagneticstudiesandthedirectionofdeclinationof

remanentmagnetization．Theblackarrowsinthismapshowthedirectionofpaleomagneticnorthand

the white arrows the reversed polarity and the opposite direction of their magnetic declination．a．

Beforefoldplungecorrection．b．Afterfoldplungecorrection．古地磁気測定試料の採取場所および偏角

の方向．黒矢印は正帯磁のもの，白抜き矢印は逆帯磁のもので180度反対の方向にしてある．α．摺曲軸のプラン

ジ補正前．み．摺曲軸のプランジ補正後．

6．帯磁率異方性による古流向の推鹿

（1）．帯磁率異方性の測定

古流向の推定には，帯磁率異方性（小山・新妻，

1983）を用いた．帯磁率異方性の測定には，古地磁気

測定に使用した試料を用い古地磁気測定の際に帯磁

率異方性の測定もいっしょに行った．

試料中に含まれる磁性鉱物のうちシルトサイズ以

上の大きさのものは，多磁区構造を持つため，安定

な残留磁気を保持することはできないが，帯磁率の

異方性を有する．すなわち，試料に磁場をかけたと

きに粒子の長軸方向に最大の帯磁率を有し，短軸方

向に最小の帯磁率を有する．このため帯磁率の異方

性を測定することによって粒子の長軸や短軸の方向

を統計的に知ることができ，粒子のインプリケー

ションから堆積物を供給した流れの方向を推定する
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ことができる．

（2）．古流向の推定

帯磁率異方性は，長軸，中軸，短軸というそれぞ

れ直交する3軸の方向およびその軸方向の帯磁率の

大きさを表現することができる．1個の定方位試料

から切り出した3つのサンプルにおいて長軸，短軸

の方向が，それぞれ良くまとまっているもの，長軸

の方向だけがまとまっているもの，短軸の方向だけ

がまとまっているもの，長軸の方向も短軸の方向も

バラバラであるもの，と大きく4つに区分すること

ができる．長軸の方向だけがまとまっているものは，

短軸と中軸の大きさがほぼ等しい紡錐型であり，長

軸は水平に近い．短軸の方向だけがまとまっている

ものは，長軸と中軸の大きさがほぼ等しい円盤型で

Fig．8b

あり，短軸は垂直に近い．

砕屑物は，静穏な場合には，長軸は水平に近く，

短軸は垂直に近く堆積し，その場の流れに伴ってイ

ンプリケーション構造をもつ．従って，長軸の傾斜

が300以上あるものや短軸の傾斜が600以下のものは，

堆積後の撹乱や局所的な渦流の影響を受けているこ

とが予想される．そこで，長軸，短軸の方向がそれ

ぞれ良くまとまり，かつ短軸の傾斜が600より大きく

長軸の傾斜が300以下のものについて古流向の解析

を行った．その際，長軸と短軸の伸長方向が直線上

に並ぶものをAタイプ，直交するものをBタイプ

とし，Aタイプのものは長軸傾斜の反対方向へ，B

タイプのものは短軸傾斜の方向を流れの方向とした．

古流向の解析においても神曲軸のプランジを補正
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Fig．9Individualandmeandirectionsofremanentmagnetization・Theleftfigureshows

thedirectionsbeforefoldplungecprrection．Therightfigureshowsthedirectionsafter

foldplungecorrection．個々および平均の残留磁気ベクトルの方向．左図は，摺曲軸のプラン
ジ補正前の方向．右図は，摺曲軸のプランジ補正後の方向．

する必要があるので，古地磁気の方向解析と同様な

方法で補正を行った．その結果，不動尻凝灰岩を構

成する堆積物は南から北へ供給され，寺家泥岩のも

のは北東から南西へ供給されたことを示しており

（Fig．10），その供給方向が明らかに異なっており，両

層の残留磁気強度から示された，供給源の違いおよ

び本地域の地質と調和的である．すなわち，本地域

の南西には火山岩類からなる丹沢山地があるのに対

し，北東には古期付加堆積物からなる関東山地があ

る．

7．微化石による地質年代および堆積環境

有孔虫化石が寺家泥岩より，石灰質ナンノ化石が

不動尻凝灰岩，大沢黒色砂岩および寺家泥岩より産

出した．これらの微化石より地質年代および堆積環

境を推定した．

（1）．微化石による地質年代

不動尻凝灰岩，大沢黒色砂岩および寺家泥岩より

産出した石灰質ナンノ化石より，不動尻凝灰岩は，

中新世中期石灰質ナンノ化石帯のCN5a，寺家泥岩

は，中新世後期石灰質ナンノ化石帯のCN9に対比

できる．寺家泥岩より産出する浮遊性有孔虫劫血7－

gわodg乃g毎夕5あぶ〝∂滋ゐゐcg乃5（BLOW）より，寺家泥岩
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は，中新世中期から後期と推定され，石灰質ナンノ

化石の結果と矛盾しない（Table3，4，Fig．11）．

（2）．微化石による堆積環境

寺家泥岩より産出する底生有孔虫は，大陸斜面の

環境を示す有孔虫と，岩礁地海藻帯あるいは，浅海

の環境を示す有孔虫が混在することから，寺家泥岩

が，堆積した環境は，近くに浅海がある水深1000m

以深の大陸斜面であったと推定される．また浮遊性

有孔虫から曖海流の到達する海域であったと推定さ

れる（Table4）．

8．対比および地史

不動尻凝灰岩の地質年代は，石灰質ナンノ化石帯

のCN5aと決定されたことにより，日本新第三紀時

階区分（新妻・秋葉，1984；新妻，1985；NIITSUMA・

AKIBA，1986）の女川階に対比される．また寺家泥岩

は，CN9と決定されたことにより石堂階に対比され

る（Fig．12）．

不動尻凝灰岩は，2000mにもおよぶ層厚をもち，

タービダイトによる黒色砂岩層，広く追跡できる凝

灰岩層を挟在し，この上を整合におおう大沢黒色砂

岩も規則的な砂岩と泥岩の互層よりなり，かつ広く

追跡できる凝灰岩層を挟在することから，不動尻凝
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Fig．10　Mapshowingthedirectionofpaleocurrentdeterminedbymagneticsusceptibility．a・Beforefold

plungecorrection．b．Afterfoldplungecorrection．帯磁率異方性により推定した古流向．a・稽曲軸のプ

ランジ補正前．占．神曲軸のプランジ補正後．

灰岩および大沢黒色砂岩は，安定なしかも沈降量の

大きい海盆に堆積したものと考えられる．また偏角

の40度時計回りの回転を元に戻した後の古流向は，南

東から北西方向の堆積物の移動を示しており，これ

は不動尻凝灰岩および大沢黒色砂岩に挟在する黒色

砂岩の粒径が，調査地域の南部ほど粗粒なことから

も裏づけられる．寺家泥岩は，泥岩とタービダイト

の砂岩よりなり微化石層位学より房総半島の石堂層

群（中尾ほか，1986）と対比される．また偏角の時計

回りの回転を元に戻した後の古流向は，北から南へ

堆積物が移動したことを示しており，寺家泥岩の砂

岩は，北方よりタービダイトとして流れてきたと考

えられる．また寺家泥岩より産出する底生有孔虫は，

岩礁地海藻帯あるいは浅海は住むものが1000m以深

に住むものの中に混在することから，寺家泥岩が堆

積したのは，1000m以深のトラフ軸あるいは陸側斜

面であり，岩礁地海藻帯あるいは浅海に住む有孔虫

は，タービダイトに取り込まれ北方の浅海より運ば

れたと考えられる．

落合礫岩は，関東山地起源の礫よりなり調査地域

の北部ほど粗粒なことから，寺家泥岩同様，落合礫

岩も北方より供給されたものと考えられる．また落



丹沢山地東部の地質 183

合礫岩は，丹沢東緑部地域の石老山礫岩に対比され，

房総半島において大規模な海底扇状地（ToKU－

HASHI，1979）を形成した豊岡階の堆積物と対比さ

れるだろう．

以上のことから地史を組み立てみる．

女川階の伊豆弧の島弧性火山活動により，玄武岩

枕状溶岩および基性安山岩溶岩が噴出し，周辺海盆，

特に前弧海盆には，厚い凝灰岩とタービダイトが南

方より大量に供給され，黒色砂岩が堆積した．フィ

リピン海プレートの沈み込みにともない，石堂階に

丹沢地塊は南海トラフにはまり込み，水深1000mよ

り深くなり，泥岩が堆積した．この時期の堆積物は，

北方の関東山地から供給された．豊岡階になると丹

沢地塊は，関東山地に衝突し，そのため関東山地は

隆起し大量の礫が北方より供給され，トラフは埋積

された．この関東山地の隆起により房総地域にも大

量の堆積物が供給され，トラフ沿いに海底扇状地が

形成された．丹沢地塊は，衝突が進むにつれ衝突方

向にほぼ垂直な東西方向に摺曲軸を有する摺曲構造

をなし，丹沢東縁部地域が，藤ノ木一愛川断層を境

として小仏層群と接し，丹沢北部地域が上野原一関

口断層を境として小仏層群と接した．さらに丹沢地

塊が北上することによって丹沢地境の東へりにあた

る本研究地域は東側へ傾動し，かつ時計回りに約400

回転したと考えられる．また川上川一篠原断層，石

砂山断層に囲まれたブロックは，丹沢東部地域の北

上のため押し上げられ，かつ反時計回りに回転した

と考えられる．
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TabkJ FossillistofnannoplanktonfossilsfromtheOsawaBlack－SandstoneandtheFudojiriTuff．大沢

黒色砂岩および不動尻凝灰岩から産出する石灰質ナンノ微化石リスト．

A：abundant，C：common，F：few，R：rare

（　寺

HT－（：拓

A

Ckkidiscw妙tpporw（MURRAY＆BLACMAN））

LoEBLICH＆TAPPAN
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9．　ま　と　め

本研究で得られた結果を以下に要約する．

（1）．本研究地域は，青根一相模湖断層，青野原一

煤ケ谷断層，藤ノ木一愛川断層により丹沢北部地域，

丹沢東部地域，丹沢東縁部地域の3つに区分するこ

とができる．

（2）．丹沢東部地域および東縁部地域はともに下位

より順に，基性から中性の火山噴出岩，級化層理を

示す凝灰岩および火山砂岩からなる火山砕屑岩，非

火山性の泥岩および礫岩を主体とする堆積岩より構

成される．

（3）．丹沢北部地域は，下位より基性から中性の火

山噴出岩および火山砕屑岩を主体とする秋山層，四

方津層，日向層，石老山礫岩よりなる．四方津層は，

船久保付近で北東一南西方向の摺曲軸を有する摺曲

構造をなす．

（4）．丹沢東部地域は，下位より四十八瀬火山角礫

岩，大滝火山礫凝灰岩，本谷川凝灰岩，布川火山角

礫岩，不動尻凝灰岩，大沢黒色砂岩，谷太郎凝灰岩，

寺家泥岩，落合礫岩よりなる．茨菰山北万および平

戸付近に北西一両東方向の摺曲軸を有する摺曲構造

をなし，一部で地層が，運転している．

（5）．丹沢東綾部地域は，下位より宮ケ瀬火山角礫

岩，舟沢凝灰岩，中津峡火山角礫岩，凝灰岩が主体

の経ケ岳層，半原火山礫凝灰岩，礫岩と凝灰岩が主

体の胞子層，石老山礫岩よりなる．東方上位の単斜
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Table4　FaunallistofforaminiferafossilsfromtheJikeMudstone．寺家泥岩より産出する有孔虫化石リスト．

HT鵬
Benthic Foraminifera

Martinotiella communねD，ORBIGNY

乙g加わ〝Jf乃αSp．

7bsaid hanzawaiTAKAYANAGI

aliviniiaquadrihlieYa（ScHWAGER）
助IivinalimbaねBRADY

Gzssiduinoidbparkeridn揖（BRADY）

◎Substomella吻iduhz（ScHWAGER）
段ざわざわ，，紺地0わ20桝戊αわi（IsHIZAKI）

UuigeYinaperqrinaCUsHMAN

☆且妙紘効用堰〝毎知椚（LINNE）

Cibicidbspseudbungerianus（CUsHMAN）

C路ねんねgSpp．

◎Melbnis♪0，Iゆilioides（FISHTELandMoLL）

Planktonic Foraminifera

Gk）bなerinoides trilobus（REUSS）

Cわあなed乃dSpp．

勒hae7Vidinel（ゆSねSeminulina（ScHWAGER）

砂丘αmfd玩gJ呼ぶね5〟ああ紘cg那（BLOW）

HTO8

Benthic Foraminifera

Cvch711Lmilla（、allCe／laEaBRADY

〟α〟玩oJねJJβCO∽∽〝乃ね（D’ORBIGNY）

7bsaゐhanzawaiTAKAYANAGI

βおJ〝浸乃d Sか滋ねD’ORBIGNY

Sがわ5わ，I好Jね妙が（戎dIsHIZAKI

StibstomellalQiduhZ（ScHWAGER）

UvなどrinaperqrinaCUsHMAN

☆Gわあ和fgJねsp．

☆fおれ2γPねねsp．

☆CかCんねSSpp．

GぉざidulinasubglobosaBRADY

Melonis barleanus（WILLIAMSON）

Planktonic Foraminifera

OrぬJi†∽〟血相，SαD’ORBIGNY

別αrP粛乃gわ匪由sp．

HT∝l

Benthic Foraminifera

q′Cお肌椚ダ乃αCβ乃CgJ由ねBRADY

MariinotielhlCOmmunis（D’ORBIGNY）

肋（わ甜γねわ乃gねCαねD’ORBIGNY

Gわbobulimina勿′nLlaD’ORBIGNY

励fわざわ棚地軸γ都血i（IsHIZAKI）

Stibstomelhll¢idula（ScHWAGER）

Uvkerina♪e7留rinaCUsHMAN

CkssidulinasubglobosaBRADY

（加戒新陽α赫加南海D’ORBIGNY

Planktonic Foraminifera

GLbbなerinoides trilobus（REUSS）
Orあulina universa D’ORBIGNY

撤Jわ乃由Jf乃αSp．

◎：多産する有孔虫
☆：岩礁地海藻帯あるいは浅海に棲む有孔虫
＊：層準はHTllにあたる．採取地点はFig．10b．

HTlO

Benthic Foraminifera

MaYibwtiella communis（D’ORBIGNY）

Nodosarialo喝■iscahlD’ORBIGNY

エg乃Jc〝J乃αSp．

β〟J〝めα5わおおD’ORBIGNY

GわbobuliminapyTuhlD’ORBIGNY

hLlhnhlbulloidbs（WILLIAMSON）

Melonis♪0〝ゆilioidb（FICHTELandMoLL）

Planktonic Foraminifera

GLobなgrinoidbs trilobus（REUSS）

Orbulina univeYSa D’ORBIGNY

HT12

Benthic Foraminifera

Bulimina stridiaD’ORBIGNY

助伽血相侮血叩頭誠IsHIZAKI

StibsiomelhZ hQidula（ScHWAGER）

☆A秋物川南sp．

Melonis barleanus（WILLIAMSON）

MelonisP0，，ゆilioidbs（FICHTELandMoLL）

Planktonic Foraminifera

Gb加わ加泌Spp・

JKOIA●

Benthic Foraminifera

励加わ∽Sp．

Gわbobuliminacf．bynLLdD，ORBIGNY

StibstbwlhllQidula（ScHWAGER）

Uuなgrina♪e柁grinaCUsHMAN

☆月ZYtZYVtalhlCf．n如OnicaAsANO

☆E砂ゐgd血別Crゆ〟椚（LINNE）

☆Cf∂ねんねSSp．

Melonゐbarleanus（WILLIAMSON）

Melonispo〝ゆilioidbs（FICHTELandMoLL）

Planktonic Foraminifera

Gわあなgわ批ZSpp．
Orbulina unive？Sd D’ORBIGNY

JKOIB事

Benthic Foraminifera

MadinotielhlCOmmunis（D’ORBIGNY）

B）liviniia quadrihdenl（ScHWAGER）

励J如乃αSp．

◎Gh）bobuliminapyrulaD’ORBIGNY

Sf言わ5わ〝好J血如戎αf（IsHIZAKI）

Uvなerinape柁grinaCUsHMAN

C路おおssp．

Gγ0揖乃αSp．

☆ガム乃Zα抑α血〝≠抄∂乃fc〃AsANO

Melonis barleanus（WILLIAMSON）

◎MeわnなPo，†ゆilioides（FICHTELandMoLL）

Planktonic Foraminifera

Gわあなgわ乃〃Spp．

劫Jわ乃払方乃α？sp．

SphLWrOidinelppsisseminulina（ScHWAGER）

秘ゐα和露わ紺J卸5あぶ〟∂db紘cg乃S（BLOW）
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tonzone．不動尻凝灰岩，大沢黒色砂岩および寺家泥岩の柱状図．古地
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　足柄　　　 伊豆　　 丹沢東部　　 大磯　　 石堂　　 房総
（Koya旧，1∈貯鴨） （小山，1粟2） （本研究） （矢野，19防） （中尾ほか，19拓） （新妻，1976）
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Fig・12　Stratigraphiccorrelationwithadjacentareas．近隣地域との対比．

構造をなす．

（6）．測定の結果得られた古地磁気の伏角の平均値

は，Ⅰ＝52＿40±15＿3で現地での現在の地球磁場の伏角

（Ⅰ＝54．90）に誤差の範囲で一致する．

（7）．丹沢東部地域における摺曲軸のプランジ補正

後の古地磁気の偏角の方向は，時計回りに約40度回

転しており，これは丹沢地塊の衝突により本地域が

時計回り方向に回転したためと考えられる．

（8）．古地磁気の帯磁率異方性から推定された古流

向は，不動尻凝灰岩を構成する堆積物は，南から北

へ供給され，寺家泥岩の堆積物は，北東から南西へ

供給されたことを示している．

（9）．不動尻凝灰岩の地質年代は，浮遊性有孔虫お

よび石灰質ナンノ化石の産出により，中新世中期

（CN5a）と決定された．寺家泥岩の地質年代も同様に

中新世後期（CN9）と決定された．

（10）．寺家泥岩の堆積環境は，底生有孔虫の産出に

より水深1000m以深の大陸斜面で近辺に浅海の環

境があったと推定される．

（川．不動尻凝灰岩は，層厚2000mにも及ぶ厚い凝

灰岩からなり，級化層理の発達する黒色火山岩質砂

岩を主体とする水沢川黒色砂岩部層，および広く追

跡できる茨菰山凝灰岩部層を挟在し，これを整合に

おおう大沢黒色砂岩も規則的な砂岩と泥岩の互層か

らなり，かつ広く追跡できる平戸凝灰岩部層を挟在

することから，これらの地層は安定なしかも沈降量

の大きい海盆に堆積したものと考えられる．

（12）．寺家泥岩は，房総半島の石堂階の地層である
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石堂層群に対比され，これを不整合におおう落合礫

岩は，豊岡階の地層と対比されることから，寺家泥

岩は丹沢地塊が，フィリピン海プレートの沈み込み

にともない，南海トラフにはまり込んだ時に堆積し

た地層であり，落合礫岩は丹沢地塊が関東山地に衝

突することによって，関東山地から供給された堆積

物よりなる地層であると考えられる．
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